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令和４年度 学校関係者評価結果報告 
―学校関係者評価委員会― 

さいたま市立高等看護学院、学校関係者評価委員会は「令和４年度学校運営評価」の評価結果に基づいて学校関係

者評価を令和５年２月２４日に実施いたしました。 
 

１ 学校関係者評価委員 
 

 
２ 学校関係者評価 

カテゴリー 評価点 学校関係者評価委員の意見 
 
Ⅰ 教育理念・目標 

3.6 

令和 4 年度からの新カリキュラム開始に伴い、教育理念、目的、目標の見直しを行

っているが新たなものについては、学生間、職員間で浸透できるような工夫をお願い

したい。教育理念の中に国際的視野を入れることで社会の動きや世の中の動きをみ

ることで目先のことだけではなく、広い視野で看護を考えていくことにつなげられ

るのではないか。教国際的視野という部分をどのように広げていくかということを

計画的に行っていただきたい。 

 
Ⅱ 学校運営 3.4 

学校の将来の展望についてはアドミッションポリシーを明確にし、どのような学生

を受け入れたいか明確になり教育理念、教育目標では学生をどのように育てたいの

かが明確になっている。また、社会のニーズを踏まえたところが工夫されている。 

 
Ⅲ 教育課程・教育活動 

3.5 

新カリキュラムにおいても「さいたま市及び社会に貢献できる看護師の育成」を目的

とし、アドミッションポリシーではどのような学生の育成を目指し、どのような学生

を求めているのかが書かれているため学生にはよりわかりやすくなったのではない

か。カリキュラムの進度を変更し、人体の機能と構造、疾病治療等を学んだうえでの

看護学の履修になったことで看護をするためには統合的な視点を持って行うことが

理解できるのではないか。業者のテストを取り入れ学生の学習状況や傾向を分析し、

一人一人に合った指導を行っていることは評価できる。業者のテストを導入して 2
年目ということなので継続して行い、結果の分析を行ってほしい。 

 
Ⅳ学生募集と受け入れ 
 3.5 

学生確保に向けての努力をしている。大学への進学希望や 18 歳人口の減少などによ

り学生の定員数の確保が大変になっているが高校の先生への説明会、学校説明会の

工夫や県内推薦枠の追加などがされており学生確保については努力をされている。

また、中学生・高校生への公開講座を開き、看護に興味を持ってもらうことや学院を

知ってもらうことなど努力はしている。退学者も今年度、1 名ということもあり 

 氏名 所属 
１ 長沼 智恵 保護者 
２ 川上 千津子 卒業生 
３ 泉  文子 外部講師 
４ 白井 光子 実習先：指扇療養病院 看護部長  
５ 落合 葉子 実習先：保健福祉局市立病院 看護部 副看護部長 
６ 高橋 勝明 実習先：保健福祉局市立病院 病院経営部 病院総務課長 
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学生支援ができていると評価をしてもよいのではないか。公開講座については看護

学校を知っていただく、看護を知っていただくという点では大変良いと思う。コロナ

禍となり多くのメディアにも看護が取り上げられている。公開講座でも看護をイメ

ージできる講義をできるともっと良いのではないか。 

カテゴリー 自己評価点 学校関係者評価委員の意見 
 
Ⅴ 卒業・就職 

3.6 
 

成績の低迷者へのフォローだけではなく、各学生にアドバイザーや担任から学習や

生活指導が行われる点は評価できる。また、データを活用しての学生支援について

も効果が伺われる。就職に関してはさいたま市内の就職率が 98.4％と高く教育目標

のさいたま市に貢献する看護師の育成ができている。 
国家試験対策として業者を活用しての講義はよかったと聞いているので引き続きお

願いしたい。 

 
Ⅵ 学生生活への支援 
 
 

3.7 

昨年度より評価点は変わらないが休学者や退学者が出ないようアドバイザーと担任

とで支援している様子がうかがえる。カウンセリングの回数は学生の状況を踏まえ

て、増やしており精神的なフォローを行っている様子がうかがえる。学生が経済的

な理由から学業が受けられないことのない様に今後も支援をしていただきたい。コ

ロナ禍で休む学生への支援についても ICT を使った授業についても今後、検討をお

願いしたい。 

 
Ⅶ 管理運営・財政 

3.5 

学生の ECO 係を立ち上げ、学生と一緒に省エネに取り組んでいる様子がうかがえる

が継続して行えるよう今後も努力をして欲しい。そのためには他の ECO 係だけでは

なく他の学生への啓発活動をどのようにするのかを考える必要があるのではない

か。危機管理については防災訓練、防犯講習、WEB トラブルや詐欺など起こりうる

ことを想定して行われている。 

 
Ⅷ 法令等の遵守 

3.7 

学校運営に反映する法令などの遵守はされている。学生へのコンプライアンス教育

については計画的に何をどの時点で行うのかということと状況に応じた教育をしっ

かり行っていってほしい。個人情報の管理については実習前に行われているので継

続的に行ってほしい。 

 
Ⅸ 施設設備 3.7 

図書室の利用方法や実習室の利用方法など学生が使いやすいように変えられており

学生が自ら学ぶことができる環境を少しずつ整えられているのではないか。 
ICT 化が進んできているので学生が学校を休んでも学べるような ICT の環境を少し

ずつ整えていってほしい。 
 
Ⅹ 教職員の育成 

3.2 

コロナ禍ではあるが学会や研修会の参加がされており教員を育成する努力がみられ

る。昨年度も 3.2 とあまり高くないのは学会への発表や研究活動への支援が教員の

評価では低いがコロナ禍でもあり学会も発表が少なくなっているので仕方ないと思

うが次年度は研究発表がされるよう期待したい。 

 
Ⅺ 広報・地域活動 
 3.5 

昨年度の課題としていたホームページについては入試情報、学校説明会の案内の他

に交流会や戴帽式等はのせられているが公開講座や学校説明会の様子、普段の学生

生活など載せることによって入学希望者や保護者が学校の様子を知ることができる

のではないか。また、地域の貢献では市役所の職員への研修会を開催し市民へ還元で

きるものになったのではないか。 
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＜総評＞ 
 今年度から新カリキュラムが開始となったが教育理念・目的を新たにし、時代の変化に即した内容に落とし込めた

のではないかと思う。そして、カリキュラムポリシーとアドミッションポリシーを示されたことでより良い学校づく

りのために教員・学生がともに認識し、共有できる内容になっていると思う。次年度に関しても、課題が見えている

ところも多々あったと思うので課題が解決できるよう問題意識を持って取り組んでいってほしい。 
  
 


